
人口と世帯（平成24年11月 1日現在）1,689世帯（+3）男2,442人（-1）女2,633人（±0）計5,075人（-1）
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禹王サミット現地視察

尾瀬ブランド紹介・方言 6

おしらせ（禹王サミット開催 他） 10～15

　禹王サミット in 尾瀬かたしなが１０月２０日～

２１日の２日間開催されました。

　県内外から大勢の参加をいただき、笠原副委員

長の説明で現地視察が行われました。

詳細は２～３ページ

（撮影：１０月２１日）
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禹王サミット in 尾瀬かたしな開催 2～ 3
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悪
質
な
業
者
に
よ
る
未
公
開

株
な
ど
の
投
資
勧
誘
の
被
害
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
投
資
勧
誘
を
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け
た

場
合
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財
務
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口
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だ
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い
。
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始
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末
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毎
週
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曜
日
、印
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証
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書
・
住
民
票
発
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び
収
納
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務
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行
っ
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ま
す
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／
14　
み
な
か
み
・
片
品
線

12
／
25　
Ｒ
１
２
０
丸
沼
高
原
ス
キ
ー
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“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

◉ 若いころの思い出
　「おじいさんは、若いころから農協の精米所・トラッ
クで木材や炭の運搬業・大隅工芸の下請け、70 歳
まで桜花苑の夜勤と、仕事で生涯を駆け抜け大変だっ
た」と語る志ず子さん。跡取りでなかったので、家
を建てるために一生懸命だったとも話してくれまし
た。桜花苑では、知り合いに歌や踊りを披露しても
らい、「みんなが喜んでくれた時が一番楽しかった」
と語る二人。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
星野　竹辰さん (83)・志ず子さん (82)　ご結婚されて57年　お住まい（須賀川）
31歳・32歳当時　（昭和36年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　今自分たちは、年金暮らしで何とかなっているが、
これからの若い世代は大変に思う。「二人とも耳が遠
くなって、大声でけんかしているように見えるけど、
おじいさんが前橋の病院まで連れて行ってくれるの
が助かる。その往復で竹辰さんの運搬業のころの話
をしながら行くとあっという間だよ。《おしどり夫婦
みたいでしょ》」と笑って話してくれました。

納期は11月30日 (金 ) です。

休日急患診療所（内科・小児科）
診 療 日
診察時間

場 所

日曜、祝祭日
10:00～16:00
（年末年始10:00～15:00）
グリーンベル21（6階）☎（24）1199

今月の
納期は

口 座 振 替 の 方 は 事 前 に 残 高 確 認 を！

国 民 健 康 保 険 税 第 5 期
上 下 水 道 料 第 4 期

悪
質
な
投
資
勧
誘
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

一
、金
三
０
，０
０
０
円

　

尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

よ
り
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

た
め
に
と
三
万
円
寄
付
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
動
に
大
切
に
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

寄
　
附

尾
瀬
片
品
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

会
長
　
入
澤
登
喜
夫
氏
よ
り
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　１０月２０日（土）～２１日（日）の２日間、第２回全国禹王まつり『禹王サミット in 尾瀬
かたしな』が開催されました。全国の禹王研究家や関係市町村の方が一同に集まり、基調講
演やパネルディスカッションなど行いました。
　当日は群馬県副知事をはじめ、利根沼田の市町村長や各関係団体の方約 450 人に来場
いただき盛大に開催されました。
　このサミットは全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を活用して開催さ
れました。

研究発表を真剣に聞き入る参加者のみなさん

研究発表する
禹王サミット実行委員会宮田委員長

長時間のサミットのため行われた
宮田晴美さんによる軽体操

パネルディスカッションでは
大竹副委員長が片品村を紹介

会場入り口で行われた（高松市・広島市・開
成町・片品村）特産品・禹王の碑拓本の販売
が行われました。

おもてなしコーナーではコーヒーやお茶・花
豆甘納豆のほか各種団体のみなさん手作りの
やきもちなどが振る舞われました。

２日間のサミットを参加者全員の「エイエイウオーーー」掛け声でしめくくり
次回開催地の高松市へ引き継がれました。

禹王サミット　　 尾瀬かたしな開催in

中学３年生による『夏の思い出』
『かたしな』の合唱

交流会場では花咲アルプホルンクラブのみなさんによる演奏や参加したみなさんによるご当地
自慢が行われました。
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片
品
の
景
観
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
54
回
片
品
村
民
運
動
会　

第
５
区　

９
連
覇

片
品
村
消
防
団 
秋
季
点
検
を
実
施

　

10
月
21
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

片
品
中
学
校
校
庭
で
秋
季
点
検
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
は
生
業
を
終
え
て
か
ら
広

域
消
防
署
の
指
導
の
も
と
事
前
訓

練
・
特
別
訓
練
を
行
い
、
式
典
で

は
、機
械
器
具
点
検
・
部
隊
訓
練
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
・
ポ
ン
プ
操
法
等
、

消
防
団
員
の
力
強
さ
と
正
確
な
動

作
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
有
事
に
備
え
て
活
動

さ
れ
て
い
る
消
防
団
員
の
み
な
さ

ん
の
益
々
の
ご
活
躍
に
ご
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

操法･小型ポンプの部

粉まみれの婦人会リレー

食品放射能測定結果
についてお知らせ
１０月に実施しました村内採取
の山菜・野菜等の食品放射能測
定結果についてお知らせいたし
ます。

※測定結果につきましては、い
　ずれの品目も不検出でありま
　した。
　　　　　　　　（農林建設課）

品　　目
白米
ソバ
ミョウガ
栗
ﾏｲﾀｹ（栽培）

場　　所
御座入
花咲
摺渕
御座入
土出

各世代激戦の徒競走

記録更新中 !!　第５区玉入れ選手

　

10
月
13
日（
土
）片
小
校
庭
を
会

場
に
第
54
回
片
品
村
民
運
動
会

が
、
選
手
役
員
約
１
６
０
０
人
の

参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
強
い
秋
風
が
吹

く
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た

が
、
終
日
賑
や
か
に
保
育
園
児
の

遊
戯
か
ら
徒
競
走
な
ど
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。　　

　

結
果
は
第
５
区
が
９
連
覇
を
達

成
し
、
玉
入
れ
も
14
連
覇
と
記
録

を
伸
ば
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
み
な
さ
ん
、
早
朝
よ

り
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す
。
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績
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２
２
５
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準
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第
３
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１
８
４
点

　

第
３
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第
８
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１
７
４
点

　

第
４
位　

第
６
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１
５
４
点

　

第
５
位　

第
４
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１
４
６
点

　

第
６
位　

第
１
区　

１
２
７
点

　

第
７
位　

第
２
区　

１
２
２
点

　

第
８
位　

第
７
区　

１
１
３
点

 

種
目
別
優
勝

60
ｍ
女
子

30
歳
代

　

萩
原　

光
穂（
７
）10
秒
13

40
歳
代

　

萩
原
美
千
代（
６
）９
秒
77

50
歳
以
上

　

星
野
恵
美
子（
３
）９
秒
92

60
ｍ
男
子

40
歳
代

　

星
野　

一
忠（
５
）８
秒
10

50
歳
代

　

入
澤
正
次
郎（
５
）８
秒
04

60
歳
以
上

　

星
野　

和
雄（
３
）８
秒
94

玉
入
れ　

第
５
区（
14
連
覇
）

               　
【
記
録
更
新
中
】

輪
投
げ
リ
レ
ー

　

第
５
区

２
０
０
ｍ
女
子

20
歳
未
満

　

笠
原　

桃
花（
５
）32
秒
04

２
０
０
ｍ
男
子

20
歳
未
満

　

小
林　

洋
人（
２
）25
秒
61

20
歳
以
上

　

井
上　

光
貴（
８
）25
秒
93

親
子
三
代
競
走

第
１
組　

後
藤　

眞
平
一
家（
５
）

第
２
組　

中
畑　

一
也
一
家（
８
）

１
５
０
０
ｍ

　

飯
塚　
　

剛（
２
）４
分
45
秒

抽
選
競
走
女
子

　

30
歳
代　

 

星
野　

咲
織（
５
）

　

40
歳
代　

 

入
澤
佐
代
子（
４
）

　

50
歳
以
上 

戸
丸　

幸
江（
３
）

抽
選
競
走
男
子

　

30
歳
代　

後
藤　

紳
一（
５
）

　

40
歳
代　

笠
原　

昌
也（
５
）

　

50
歳
以
上
入
澤　

良
夫（
５
）

消
防
団
競
走

　

第
３
区

家
族
リ
レ
ー

　

星
野　

一
忠　

一
家（
５
）

１
０
０
ｍ
女
子

20
歳
未
満

　

笠
原
友
希
乃（
５
）14
秒
81

20
歳
以
上

　

星
野
ま
ゆ
み（
６
）14
秒
89

１
０
０
ｍ
男
子

20
歳
未
満

　

小
林　

洋
人（
２
）12
秒
14

20
歳
代

　

萩
原　

雅
之（
７
）12
秒
39

30
歳
以
上

　

笠
原　

勇
治（
５
）13
秒
09　

役
員
障
害
物
リ
レ
ー

　

第
５
区

綱
引
き

　

第
３
区

区
対
抗
リ
レ
ー

　

女　

子　

第
３
区

　

男　

子　

第
３
区

　

第
８
回
片
品
村
「
今
残
し
た
い

片
品
の
景
観
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
内

外
か
ら
１
３
０
作
品
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

　

審
査
会
は
、
10
月
15
日（
月
）10

時
か
ら
役
場
２
階
農
林
研
修
室
に

お
い
て
日
本
写
真
家
協
会
会
員
、

新
井
幸
人
氏
と
片
品
村
文
化
協
会

写
真
部
の
永
井
昌
美
・
松
浦
和
男

両
理
事
に
審
査
を
依
頼
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
村
内
外
で
随
時
展

示
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　　  画　題
自然観察
古里の春
クライマックス
湿原を振り返る
春爛漫
湖愁
高原のお嬢ちゃん
湧水の流れ
尾瀬沼夕景
夏の楽園

　  氏　名
高橋　健一
木暮　知枝
冨沢　健一
金子　智明
内山　政治
小室　英子
小曽根　栄子
池田　隆満
高間　邦明
新井　豊

　    住　所
前橋市紅雲町
前橋市富士見町
みなかみ町布施
沼田市薄根町
千葉県山武郡
みなかみ町相俣
前橋市光が丘町
栃木県宇都宮市
伊勢崎市茂呂町
前橋市朝倉町

　　　　　賞
村長賞
片品村議長賞
副村長賞
利根沼田農協片品支店賞
片品村商工会長賞
片品村森林組合長賞
片品村観光協会長賞
片品村景観審議会長賞
むらづくり観光課長賞
尾瀬賞

他　特選１０作品　入選１０作品

審査結果表 敬称略
村長賞「自然観察」前橋市　高橋健一さん

優勝した第３区綱引き選手
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尾瀬ブランド認定品　商品紹介
「尾瀬ブランド認定品」は、片品村の資源や素材などを活かした優れた商
品です。
このコーナーでは、これらの商品を広く知って頂くため、事業者（５０音順）
ごとに紹介していきます。

太田生活研究グループ味噌加工所（越本）TEL:58-3095

片品村産大白大豆味噌 ９００ｇ　８１０円
４００ｇ　３６０円

尾瀬ブランド委員会事務局
（むらづくり観光課）

大豆は、その土地の地味によって個
性を変える作物だと言われています。
大白大豆のコクと甘みは片品の風土
が作ったものだからこそ、生まれた
ものです。地元の大豆と地元の水で
なければ生まれない味噌の旨みがあ
り、地域の豊かさがあります。

味噌は、よく茹でた大豆と手作りの
麹を混ぜ一緒に砕き、発酵させたも
のですので、粕が出ることなく全部
食せます。

ず
ば
ー
さ
っ
た

ち
ょ
っ
け

　
先
日
面
白
い
話
を
聞
き
ま
し
た
。
酒
を
飲
む
こ
と
も
で
き
る
村
内
の

食
事
処
で
の
こ
と
で
す
。
70
歳
代
の
人
が
し
き
り
に
「
ず
ば
ー
さ
っ
た
」

話
を
し
て
い
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
で「
ず
ば
ー
さ
っ
た
」と
は「
田
ん
ぼ
」

な
ど
の
湿
地
に
、
か
ら
足
、
長
靴
な
ど
で
深
く
踏
み
込
ん
で
し
ま
い
簡

単
に
は
抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
の
こ
と
で
す
。
土
出
な

ど
で
は
、
ゴ
ミ
が
流
さ
れ
て
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
。「
あ
ろ
ー
ず
」（
大
雨

に
よ
っ
て
畑
の
作
り
土
が
流
さ
れ
た
状
況
等
）
も
う
少
し
広
い
意
味
に

使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
方
は
土
出
の
方
で
し
た
。
そ
の
方
は

ゴ
ミ
が
流
さ
れ
て
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
の
こ
と
を
、
大
変
だ
っ
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
片
品
の
中
で
も
花
咲
地
域
と
、
土
出
地
域
で
は
違
う
言

葉
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
例
と
し
て
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
な
ど

も
違
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
明
治
22
年
に
行
わ
れ
た
町
村
制
施
行
ま

で
全
く
違
う
村
だ
っ
た
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
し
て
も
「
ず
ば
ー
さ
っ

た
」
久
し
ぶ
り
に
聞
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
死
語
で
は
な
く
、
多
く
の

人
達
に
使
わ
れ
て
い
る
片
品
こ
と
ば
で
す
。
よ
く
使
わ
れ
る
の
は
長
靴

と
、
田
ん
ぼ
、
雪
の
季
節
だ
と
思
い
ま
す
。「
ず
ば
ー
さ
る
」
の
語
源

は
そ
の
ま
ま
で
「
ず
ぶ
ー
と
さ
さ
る
」
が
「
ず
ば
ー
さ
る
」
に
な
っ
た

も
の
で
し
ょ
う
。「
ず
ば
ー
さ
る
」
と
大
変
で
す
。
厄
介
で
す
。
気
を

付
け
ま
し
よ
う
。

片

品

村

の

方

言
56

　
卓
球
は
ど
う
し
て
も
「
ち
ょ
っ
け
」
が
早
い
者
が
強
い
。「
ち
ょ
っ
け
」

と
は
、
反
射
神
経
、「
機
敏
さ
」
の
よ
う
な
、
考
え
て
ど
う
す
る
。
の

よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す

で
す
か
ら
早
い
と
か
、
遅
い
の
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
語
源
は
「
直
経
（
ち
ょ
っ
け
い
）」
が
「
ち
ょ
っ
け
」
に
な
っ
た
も

の
で
し
ょ
う
。

　
然
し
、
早
い
こ
と
が
い
い
事
か
。
と
い
う
と
「
ち
ょ
っ
け
」
は
時
と

し
て
、
い
い
場
合
で
な
い
こ
と
も
有
る
よ
う
で
す
。
何
事
も
程
ほ
ど
が

い
い
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員
　
　
大
竹
　
将
彦

人

権

教

育

の

取

組

　
片
品
村
は
平
成
24
年
度
か
ら
三

年
間
の
「
人
権
教
育
総
合
推
進
地

域
事
業
」の
指
定
を
受
け
、地
域
全

体
で「
人
権
意
識
を
培
い
、人
権
尊

重
の
精
神
を
高
め
、
一
人
一
人
を

大
切
に
す
る
教
育
」
の
取
組
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
片
品
村
の
全
小

中
学
校
が
推
進
協
力
校
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
品
小
学
校
と
し
て
も
、
村
の

方
針
・
推
進
計
画
に
従
い
、
人
権

教
育
に
視
点
を
当
て
た
取
組
を
始

め
ま
し
た
。た
だ
人
権
教
育
に
つ

い
て
は
、
指
定
の
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
、
学
校
教
育
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

す
し
、本
校
と
し
て
も
、学
校
教
育

の
責
務
と
し
て
重
要
視
し
て
き
た

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

今
回
の
指
定
を
機
に
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
整
理
し
、
さ
ら
に
人
権

教
育
に
視
点
を
当
て
た
授
業
改
善

の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
授
業
改
善
の
研
究
は
、「
自
他
の

違
い
や
よ
さ
に
気
づ
き
、
人
と
の

か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
子
」
と

い
う
目
標
を
掲
げ
、
人
権
教
育
に

視
点
を
当
て
た
授
業
を
通
し
て
こ

の
目
標
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。人
が
自
分
と
違
う
人
格

や
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
、
人
を
尊
重
す
る

か
か
わ
り
方
を
す
る
こ
と
が
、
人

権
教
育
の
基
盤
だ
か
ら
で
す
。授

業
の
中
で
、
友
だ
ち
の
意
見
を
き

ち
ん
と
聴
き
、
そ
れ
を
認
め
た
上

で
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
さ
ら
に

協
力
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

間
関
係
の
問
題
を
相
手
の
立
場
に

片
品
小
学
校
長
　
吉
野
隆
哉

な
っ
て
考
え
解
決
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
の
学
校
教
育
目
標

の
一
つ
に
「
な
か
よ
く
助
け
合
う

子
」が
あ
り
ま
す
。授
業
や
学
校
行

事
等
を
通
し
て
「
友
だ
ち
と
仲
よ

く
し
、お
互
い
に
助
け
合
え
る
」児

童
を
育
て
た
い
と
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。併
せ
て
、人
権
集
中
学

習
を
12
月
に
設
定
し
、
こ
れ
ま
で

も
「
朝
礼
」「
ビ
デ
オ
学
習
」「
福
祉

体
験
学
習
」「
人
権
標
語
の
作
成
」

「
講
演
会
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。今
年
度
も
充
実
し
た
人

権
学
習
に
な
る
よ
う
現
在
計
画
中

で
す
。

　
今
回
の
人
権
教
育
の
指
定
を
受

け
て
、村
内
の
全
小
学
校
で「
あ
い

さ
つ
・
返
事
」
の
励
行
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。本
校
で
は
、以

前
か
ら
「
片
品
小
よ
い
子
の
一
日

今
年
の
重
点
」の
一
つ
に「
あ
い
さ

つ
・
返
事
が
で
き
る
子
」を
入
れ
、

授
業
や
学
校
行
事
・
集
会
等
で
そ

の
徹
底
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。こ

れ
は
、あ
い
さ
つ
や
返
事
が
、人
と

の
つ
な
が
り
の
第
一
歩
に
な
る
か

ら
で
す
。あ
い
さ
つ
や
返
事
を
き

ち
ん
と
し
、相
手
を
認
め
、相
手
と

つ
な
が
り
、
人
間
関
係
を
築
い
た

上
で
生
活
す
る
こ
と
が
学
校
教
育

目
標「
な
か
よ
く
助
け
合
う
子
」に

つ
な
が
り
、
人
権
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。

　
以
上
の
取
組
を
通
し
て
、
自
他

の
人
格
を
尊
重
し
、
他
人
を
思
い

や
る
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
を
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　「
人
権
教
育
総
合
推
進
地
域
事

業
」は
、「
学
校
・
家
庭
・
地
域
社

会
が
一
体
と
な
っ
た
人
権
教
育
の

総
合
的
な
取
組
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、指
定
に

関
連
し
て
保
護
者
の
皆
様
、
地
域

の
皆
様
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

平成 23 年度 人権講演会の様子

第
22
回
片
品
村
子
ど
も
会

ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

　　

９
月
30
日︵
日
︶に﹁
ぐ
ん
ま
こ

ど
も
の
国
﹂に
総
勢
58
名
で
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、園
内

で
は
乗
り
物
や
遊
具
で
遊
ぶ
ほ

か
、開
催
さ
れ
て
い
た
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

元
気
よ
く
遊
び
、友
情
の
親
睦

を
深
め
た
子
ど
も
達
の
表
情
に

は
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
部
・
地
区
役
員
・
保
護
者

の
み
な
さ
ん
、大
変
お
疲
れ
ま
で

し
た
。　　
︵
教
育
委
員
会
︶

ハイキングに参加したみなさん
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
四
年
十
月
俳
句
会

教育委員会　12 月の諸行事

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室
＊日曜、祝日　　はお休みです
＊年末年始 12/29 ～ 1/3 はお休みです

図 書 室 カレンダー 12 月

　日本は戦争に敗けて平和な日々が続いているというのに、世
界では戦火が絶えない。地雷、孤児、少年兵士‥。　　　　　
　それでも子どもたちには、平和を実行してもらいたいと願う
山本さん。小学生、中学生と一緒に読んでもらいたい一冊です。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

☆生涯学習・社会体育関係
・かたしな映画会「はやぶさ」 
　　　　上映　午後 6:00 ～　　　　

☆学校関係
・人権啓発演劇会　「カムイが来た！」
　　　　上演　午後 1:50 ～　　　
・２学期終業式　　　　　　　　

◇片小 
・読み聞かせ
　気ぜわしくなる時期ですが、お子さんとた
くさん話をし、がんばった姿と成長の跡を振
り返り、よいところをたくさん誉め、励まし
ていただきたいと思います。

◇北小 
・学校保健委員会②
・PTA 本部役員会⑥             
　交歓会保護者打合せ会議
　おもいやり月間の一環として、あいさつ運
動を行います。地域の方のご協力をよろしく
お願いします。

◇南小
・PTA 本部･６年保護者合同会議
　子どもたち対象の人権週間を今年も実施し
ます。自他の尊重はまずあいさつからです。
南小ではあいさつ運動を引き続き行っていき
ます。

◇武尊根小
・学習発表会
・桜花苑交流②
・冬季交歓会準備会議
　「学習発表会」はこれまでに学習したことを
まとめ、表現するよい機会です。ぜひご来校
いただき子どもたちの姿を見て励ましていた
だきたいと思います。

◇片中
・生徒会役員選挙
・生徒会球技大会
　２学期も残りわずかとなりました。各行事
におきましては保護者や地域の方々にご協力
いただき無事に終了することができました。
心より感謝申し上げます。

も
う
す
ぐ
１
年
生

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

桃
が
ぶ
り
母
の
思
い
出
幼
き
日

修
繕
の
槌
音
響
く
秋
の
空

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

米
寿
祝
ぐ
句
友
の
盛
花
敬
老
日

身
に
入
む
や
碑
古
び
し
対
髑
髏

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

黄
昏
れ
て
ち
ち
ろ
を
囃
す
鵯
し
ば
し

山
一
人
住
め
ば
高
啼
く
今
朝
の
鵙

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

八
十
路
過
ぎ
生
き
が
い
稲
の
実
り
け
り

友
の
待
つ
句
座
え
と
急
ぐ
紅
葉
路

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明　

ヒ
ロ
子

そ
ば
が
ら
の
音
心
地
よ
く
枕
縫
ふ

夜
の
ラ
ジ
オ
金
色
夜
叉
や
紅
葉
忌

　
　
　
　
　

花　

咲　

戸
丸　

好
夫

夜
の
ふ
け
て
虫
音
冴
え
け
り
秋
ふ
か
む

い
つ
し
か
に
両
手
背
を
い
し
八
十
の
秋

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

尾
瀬
の
秋
散
歩
の
犬
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

コ菊
の
花
嫁
さ
ん
ら
し
く
家
角
に

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

台
風
も
害
無
く
安
堵
赤
り
ん
ご

敬
老
の
日
に
懐
か
し
い
友
と
あ
い

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

そ
よ
そ
よ
と
秋
桜
ゆ
れ
て
微
笑
ん
で

蜩
の
声
を
遠
く
に
日
は
く
る
る

　

10
月
５
日︵
金
︶に
、
来
年
度
、

村
内
４
校
の
小
学
１
年
生
に
な

る
園
児
25
名
が
合
同
で
就
学
児

健
診
を
受
け
ま
し
た
。

　

健
康
診
断
・
歯
科
検
診
な
ど

行
わ
れ
、ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
に

な
る
準
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
で
、保
護
者
の
方
を

対
象
に
子
育
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ

ス
ゆ
う
ゆ
う
の
今
井
寿
美
枝
先

生
を
お
招
き
し
、﹃
就
学
ま
で
に

つ
け
て
お
き
た
い
力
﹄を
演
題
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

山本　美香

　　　　1 日（土）

11 日（火）
21 日（金）

 
12 日（水）

　

 
4 日（火）

             
5 日（水）

3 日（月）

3 日（月）
14 日（金）
14 日（金）

11 日（火）
21 日（金）

戦争を取材する

星野先生による健康診断

　

ま
た
、以
前
に
も
今
井
先
生
か

ら
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、今
回
も
片
品
村
の
保
健
福
祉

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
10
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
井
先
生
、大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

︵
教
育
委
員
会
・
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
︶

今
井
寿
美
枝
先
生
に
よ
る

子
育
て
講
演
会

創
立
50
周
年
記
念
式
典

　

尾
瀬
高
等
学
校
創
立
50
周
年

記
念
式
典
が
10
月
18
日︵
木
︶
に

歴
代
校
長
を
は
じ
め
在
校
生
・

実
行
委
員
会
員
約
３
０
０
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
や
﹁
社
会
保
険
群
馬
中

央
総
合
病
院
元
看
護
局
長
﹂
宮

崎
芳
江
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

半
世
紀
の
大
き
な
節
目
を
迎

え
卒
業
生
も
５
千
名
を
超
え
各

界
で
活
躍
中
で
す
。

　

尾
瀬
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
っ
て
い
ま
す
。

記念式典会場の様子

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

母
の
忌
や
墓
地
を
埋
め
て
野
紺
菊

草
じ
ら
み
チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
の
遥
け

し
日

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

熊
除
け
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
登
校
児

検
査
票
添
へ
ら
れ
届
く
今
年
米

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

文
月
や
夫
の
遺
せ
し
三
年
誌

咲
く
花
を
称
え
て
鳴
く
か
草
ひ
ば
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

熊
架
の
夜
毎
に
殖
ゆ
る
尾
瀬
の
秋

捕
ら
え
た
る
蝗
簀
巻
き
に
蜘
蛛
の
糸

上
毛
ジ
ュ
ニ
ア
俳
壇

　
　

片
品
中
一
年　
　

田
中　

葉
月

教
室
の
み
ん
な
の
笑
顔
が
虹
の
色

　
　

武
尊
根
小
六
年　

星
野
美
紗
子

食
べ
か
け
た
ド
ン
グ
リ
一
つ
だ
れ
の
か

な
　
　

武
尊
根
小
六
年　

星
野　

隼
希

風
が
吹
き
山
が
手
を
ふ
り
ふ
り
返
す

　
　

武
尊
根
小
五
年　

星
野　
　

葵

雨
が
ふ
り
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
音
た
て

た

Happy Turkey Day!
Hello everyone! How are you doing?
Itʼ s getting colder and colder every day. I wonder if it will start 
snowing this month. Despite the cold, November is my favorite 
month of the year. My favorite holiday, Thanksgiving, is in 
November. In America, Thanksgiving is celebrated on the 4th 
Thursday of November. On this day, we get together with 
friends and family, have a huge dinner, and watch football. 
Common Thanksgiving food includes turkey, mashed potatoes 
and gravy, stuffing, cranberry sauce, green bean casserole, 
h am ,  and  pumpk i n  p i e .  When  y ou  h ea r  t h e  wo r d  
“Thanksgiving,” you think of turkey, so some people also call 
this holiday “Turkey Day” . Thanksgiving is a holiday to be 
thankful for all the good things we have in our lives. Although I 
wonʼ t be able to see my friends and family in America this 
Thanksgiving, I am thankful for being able to live in Katashina, 
the people I was able to meet, and the wonderful experience 
Iʼ ve had so far. What are you thankful for? Have a great 
November!

皆さん、こんにちは！お元気ですか。
毎日、どんどん寒くなりますね。今月には雪が降るのでしょうか。寒い
ですが、１１月は一番好きな月です。僕の一番好きな祝日のサンクスギ
ビングが１１月にあるのです。アメリカでは、サンクスギビングを１１
月の第４木曜日にお祝いをします。この日には、友達と家族と会って、
ごちそうを食べたり、アメリカンフットボールを見たりします。一般的
なサンクスギビングの食べ物として、ターキー（七面鳥）、マッシュポテ
トとグレービー、スタッフィング、クランベリーソース、サヤイゲンの
カセロール、ハム、やパンプキンパイがあります。「サンクスギビング」
という言葉を聞くと、アメリカ人はターキーを思い出すので、人々は

「サンクスギビング」のことを「ターキーデー」と呼びます。サンクスギ
ビングは良い物事に感謝をする祝日です。今年のサンクスギビングで
は家族や友達と会えないですけど、片品村に住んでいること、いい人達
と会ったこと、そしてこれまでの素晴らしい経験を本当に感謝してい
ます。皆さんは何に感謝しますか。楽しい１１月を！

Jorell Buhay通信

ハッピーターキーデー！
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　村では、自然・観光地・農地など、村外から捉え
た景観講演会と本格的なスキーシーズンを前にお
もてなし講座を開催します。
みなさんのご参加をお待ちしています。

▼期日 12 月５日（水）
▼時間　
「景観講演会」　午後１時 30 分～
「おもてなし講習会」　午後２時 50 分～
▼会場　役場２階農林研修室
▼講師
「景観講演会」
日本老年行動科学会常任理事兼事務局長・高齢者
旅行推進研究所所長
田中　義夫氏
「おもてなし講習会」
元ＮＨＫアナウンサー
野中　美木子氏
▼参加費　無料
▼問い合わせ先　
むらづくり観光課　☎（５８）２１１２

　法務省では、本年 12 月４日から同月 10 日までを「第
64 回人権週間」と定め全国的な各種行事を企画してい
ます。
　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会で
は、この人権週間の行事の一環として、県内の市町村に
おいて、特設人権相談所を開設します。
　子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと、生活
の中での人権問題や、いじめ、セクハラ等の問題、困り
ごとなどで悩んでいる方はどんなことでもかまいませ
んので、お近くの特設相談所へお越しください。料金は
無料で、秘密は固く守られますのでお気軽にお出かけ
下さい。
　なお、地元の特設相談所へお越しになれない方は通
常どおり前橋地方法務局及び各支局で電話相談を受付
けておりますので、ご利用願います。
　☎  0570（003）110

　片品村の相談所は次のとおり開設されます。
▼日時　12 月４日（火）　午後 1時 30 分～４時
▼場所　役場２階農林研修室

　なお、人権擁護委員の自宅でも、常時相談を受けてい
ますのでご利用ください。
▼片品村人権擁護委員
大竹　長久　　☎（５８）３１００
小山　倫太郎　☎（５８）３９５７
青木　博子　　☎（５８）４１２３
入澤　眞理子　☎（５８）２４２５

若者雇用創出室から労働に関するおしらせ「景観講演会」「おもてなし講習会」
開催のお知らせ

お 

し 

ら 

せ

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

月
間
で
す

社
員
、従
業
員
、ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主

は
、
労
働
保
険（
労
災
・
雇
用
）の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

ま
だ
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い
事
業
主
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
労
働
基
準
監
督
署

☎（
２
３
）０
３
２
３

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
　

振
り
込
め
詐
欺
は
、
被
害
者
の

心
理
を
巧
み
に
突
き
、
手
口
を
変

え
な
が
ら
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
卑

劣
な
犯
罪
で
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
被
害
に
遭
わ
な

い
」と
い
う
思
い
込
み
を
捨
て
、
次

の
よ
う
な
不
審
な
電
話
や
訪
問
な

ど
を
受
け
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り

の
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

特
に
注
意
す
る
手
口

・
息
子
な
ど
親
族
を
装
う

　
「
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
お
か
し

相
　
　
　
談

い
」

・
警
察
官
や
金
融
庁
・
銀
行
協
会

の
職
員
な
ど
を
装
う

　
「
あ
な
た
の
口
座
か
ら
現
金
が

引
き
出
さ
れ
て
い
る
」「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
更
新
す
る
必
要
が

あ
る
」

・「
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ

た
」
な
ど
は
詐
欺
の
決
ま
り
文
句

な
の
で
、む
や
み
に
信
用
し
な
い

・
他
人
名
義
の
口
座
に
は
む
や
み

に
振
り
込
ま
な
い

・
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
た
名
簿

な
ど
を
悪
用
し
、
実
際
の
氏
名
や

職
業
を
か
た
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
親
族
し
か
知
ら
な
い
合
言
葉

を
決
め
て
お
く

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
他
人
に

渡
さ
な
い

・
暗
証
番
号
は
誰
に
も
教
え
な
い

・
不
審
な
電
話
や
訪
問
な
ど
を
受

け
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警
察

署
に
相
談
す
る

そ
の
他
の
手
口

・
架
空
請
求
詐
欺

　

架
空
の
利
用
代
金
な
ど
を
は
が

き
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
請
求
し
、
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る

・
融
資
保
証
金
詐
欺

　

融
資
を
勧
誘
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
な
ど
を
送
り
、
融
資
の
申

込
者
に
対
し
、
保
証
金
な
ど
の
名

目
で
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

・
還
付
金
詐
欺

　

公
的
機
関
の
職
員
な
ど
を
装
っ

て「
還
付
金
が
あ
る
か
ら
」と
Ａ
Ｔ

Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）
に
誘
導
し

て
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
警
察
本
部

安
全
安
心
推
進
課

☎
０
２
７（
２
２
４
）５
４
５
４

℻
０
２
７（
２
４
３
）７
０
８
４

人
権
教
育
啓
発
演
劇
会
情
報

　

平
成
24
年
度
人
権
啓
発
演
劇
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
近
所
・
お
友
だ
ち

で
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
作
品『
カ
ム
イ
が
来
た
！
』

▼
劇
団　

未
踏（
み
と
う
）

▼
日
時　

12
月
11
日（
火
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
50
分
よ
り

▼
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー

▼
観
覧
料　

無
料

司
法
書
士
法
律
相
談
会

（
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
、
困
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
）

○
サ
ラ
金
か
ら
の
借
金
が
返
済
で

き
な
い
。ヤ
ミ
金
に
手
を
出
し
て

し
ま
っ
た
。知
人
に
貸
し
た
お
金

が
返
っ
て
こ
な
い
。妻
や
子
供
に

家
を
贈
与
し
た
い
。

○
親
が
亡
く
な
っ
た
が
、
相
続
手

続
の
進
め
方
が
わ
か
ら
な
い
。

○
親
が
認
知
症
に
な
っ
た
の
で
、

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
知
り
た

い
等
々
。震
災
に
関
連
し
た
ご
相

談
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
24
年
11
月
17
日　

　
（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

受
付
午
後
３
時
30
分
ま
で

▼
会
場　

鎌
田
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

（
い
ず
れ
も
予
約
不
要
）

▼
料
金　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

戸
丸
事
務
所

☎
０
２
７
８（
２
０
）９
０
７
０

▼
当
日
相
談
電
話

０
９
０（
５
３
３
９
）２
６
０
７　

０
９
０（
２
７
３
２
）６
１
１
７

▼
共
催　

群
馬
司
法
書
士
会　

群
馬
青
年
司
法
書
士
協
議
会

労働者個人と事業主との間のトラブルを調整します
解雇や配置転換など、労使間のトラブルが増加しています。県労働委員会では、個々の労働者と事業主の間の、労働条件な
どに関するトラブル（個別的労使紛争）を解決するための支援を行っています。
労働委員会の公益委員・労働者委員・使用者委員の三者が、公正、中立な立場から両者の間を調整して、話し合いによる解
決を目指します。労使間のトラブルでお困りの方は是非ご相談ください。
▼対象者　県内にある事業所の労働者・事業主
▼対象事案　解雇・雇止め・配置転換・出向・懲戒処分などの労働条件、その他労働問題に関する紛争
▼費用　無料　
▼問い合わせ先・相談先　群馬県労働委員会事務局　☎０２７（２２６）２７８３
　又はぐんま県民労働相談センターフリーダイヤル　☎０１２０（５４）６０１０

労働契約法が改正されました
「有期労働契約の新しいルールができました」
◎改正法の３つのルール
Ⅰ無期労働契約への転換
　有期労働契約が反復更新されて通算５年を超えたときは、労働者の申込み
により、期間の定めのない労働契約（無期労働契約）に転換できるルールです。
Ⅱ「雇止め法理」の法定化
　最高裁判例で確立した「雇止め法理」が、そのままの内容で法律に規定され
ました。一定の場合には、使用者による雇止めが認められないことになるルー
ルです。
Ⅲ不合理な労働条件の禁止
　有期契約労働者と無期契約労働者との間で、期間の定めがあることによる
不合理な労働条件の相違を設けることを禁止するルールです。
施行期日　ⅠとⅡ：公布日から起算して１年を超えない範囲内で政令で定め
る日　Ⅱ：平成 24 年 8月 10 日（公布日）
※詳細につきましては、厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/

「みんなでなくそう！職場のパワーハラ
スメント」
　いま、職場のいじめ・嫌がらせが、社会
的な問題として顕在化してきています。
厚生労働省では、これらの行為を「職場の
パワーハラスメント」と呼んで、社会に注
意を喚起し、この問題の予防・解決に取
り組むことを訴える「提言」を取りまとめ
ました。企業や労働組合は、職場のパワー
ハラスメント対策に取り組みましょう。
また、職場で働く一人ひとりの皆さまも、
自分たちの職場を見つめ直し、互いに話
し合うことからはじめましょう。
▼あかるい職場応援団ホームページ
http://www.no-pawahara.mhlw.go.jp/

これってパワハラ？

ご不明な点がございましたら、群馬労働局監督課、各労働基準監督署にお尋ね下さい。

「第64回人権週間」
特設人権相談所開設について

昨年のおもてなし講座の様子
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年　

金　

だ　

よ　

り

　
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」等
の
証
明
書

の
添
付
や
提
示
が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
平
成
24
年

12
月
ま
で
に
納
め
た
国
民
年
金
保

険
料
は
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
中
の
所
得
の
申
告
に

つ
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社

会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る

際
に
は
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類

を
添
付
等
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保

険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
11

月
上
旬
に
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書

ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収

書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申

告
を
す
る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
わ
し
く
は
年
金
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渋
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
２
７
９（
２
２
）１
６
０
７

平
成
24
年
分　

青
色
・
白
色
申
告
決
算
等
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
青
色
申
告
決
算

書
・
白
色
申
告
収
支
内
訳
書
の
作

成
方
法
や
作
成
に
あ
た
っ
て
の
注

意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
説
明
会
で
使
用
す
る
資

料
は
、当
日
、会
場
で
配
付
い
た
し

ま
す
。　　
　

▼
営
業
所
得
関
係（
青
色
）

　

12
月
10
日（
月
）10
時
〜
12
時

　

利
根
沼
田
県
民
局

　

１
階
１
０
１
会
議
室

▼
農
業
所
得
関
係（
青
色
）

　

12
月
10
日（
月
）13
時
30
分
〜

　

15
時
30
分　

利
根
沼
田
県
民
局

　

１
階
１
０
１
会
議
室

▼
営
業
所
得
関
係（
白
色
）

　

12
月
11
日（
火
）10
時
〜
12
時

　

利
根
沼
田
県
民
局

　

１
階
１
０
１
会
議
室

▼
農
業
所
得
関
係（
白
色
）

　

12
月
11
日（
火
）13
時
30
分
〜

　

15
時
30
分　

利
根
沼
田
県
民
局

　

１
階
１
０
１
会
議
室

※

講
師
は
、
税
務
署
職
員
又
は
税

務
署
が
依
頼
し
た
税
理
士
が
行
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門
記
帳

指
導
担
当
ま
で

☎
０
２
７
８（
２
２
）２
１
３
１

　

自
動
音
声
案
内
の「
２
」を
お
選

び
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
担
当
部
署
に
お
つ
な

ぎ
し
ま
す
。

「
＃
８
０
０
０
こ
ど
も
救
急
相
談
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
が
急
病
で
医
療
機
関
に

か
か
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
迷
っ

た
と
き
に
、看
護
師
な
ど
の
専
門
相

談
員
が
、受
診
の
必
要
性
や
家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
ま
す
。

▼
相
談
日
・
時
間　

月
〜
土
曜
日

…

午
後
６
時
〜
翌
朝
８
時

　

日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
、午
前

９
時
〜
翌
朝
８
時

▼
相
談
方
法　

電
話
（
短
縮
番
号

＃
８
０
０
０
）

▼
相
談
体
制　

保
健
師
ま
た
は
看

護
師
が
常
時
対
応

▼
そ
の
他

・
病
気
の
診
断
や
治
療
を
す
る
も

の
で
は
な
く
、助
言
に
よ
っ
て
保
護

者
の
判
断
の
参
考
と
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

・
激
痛
が
あ
る
、意
識
が
な
い
な
ど
、

明
ら
か
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
に

は
１
１
９
番
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
医
療
機
関
を
知
り
た
い
場
合
は
、

直
接
各
地
域
の
消
防
本
部
の
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
お
か
け
く
だ
さ

い
。

・
休
日
や
夜
間
の
急
病
で
受
診
し

た
い
と
き
は
、在
宅
当
番
医
や
県
内

９
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
休
日

夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
庁
医
務
課

☎
０
２
７（
２
２
６
）２
５
４
０

℻
０
２
７（
２
２
３
）０
５
３
１

消防積載車
整備　19％

住民課からのお知らせ
入
湯
税

▼
入
湯
税
と
は
？

　

入
湯
税
は
温
泉
利
用
者
に

課
せ
ら
れ
る
税
で
す
。温
泉

施
設
を
営
む
者
が
利
用
者
か

ら
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。納
税
義
務
者
は
温
泉

施
設
を
営
む
者
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
税
の
使
い
道

　

入
湯
税
は
「
目
的
税
」
と

い
っ
て
、
使
い
道
が
次
の
と

お
り
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
消
防
施
設
等
の
整
備

◎
環
境
衛
生
施
設
の
整
備

◎
観
光
施
設
の
整
備

◎
観
光
の
振
興　

◎
鉱
泉
源
の
保
護
管
理
施
設

▼
平
成
23
年
度
の
状
況

◎
歳
入
総
額
４
８
５
万
３
千

円入
湯
税
の
申
告
期
限
は
翌
月

の
15
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課　

住
民
税
係

☎（
５
８
）２
１
１
６

充当事業
消防軽積載車整備
消防積載車整備
消防ポンプ小屋整備
防火水槽等整備
観光ガイドマップ等制作
観光 PR用ｸﾞｯｽﾞ製作

金額
37 万 2千円
90 万 9千円
42 万 3千円
52 万 7千円
225 万 9千円
36 万 3千円

平成23年度入湯税充当事業

消防軽積載車
整備　8％

消防ポンプ小屋
整備　9％

観光 PR用グッズ
製作　7％

観光ガイドマップ
等制作　46％

防火水槽等
整備　11％

保
育
所
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

　
11
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
入
所
希

望
保
育
所
へ

　

平
成
25
年
度
の
保
育
所
入
所
申

込
み
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
、

保
育
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、次
の
要

領
に
よ
り
申
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

11
月
１
日（
木
）〜
26
日（
月
）

・
平　

日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

・
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

【
申
請
書
の
交
付
及
受
付
場
所
】

　

各
保
育
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
記
入
後
、
入
所
希
望
保
育

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

①
入
所
申
込
書

②
平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写

し
。（
年
明
け
後
、会
社
等
か
ら
受
領

さ
れ
ま
し
た
ら
、そ
の
写
し
を
速
や

か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

【
入
所
対
象
児
童
】

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
場
合
や
、

疾
病
等
の
理
由
に
よ
っ
て
保
育
に

欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
就
学
前
の

児
童
。

②
平
成
24
年
度
か
ら
継
続
し
入
所

を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
、新
た
に
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

【
保
育
時
間
】

・
平　

日　

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

・
土
曜
日　

午
前
８
時
〜
正
午

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
村
県
民
税
及
び
所
得

税
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。（
年
齢

が
同
じ
で
も
、家
庭
の
状
況
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

　

３
歳
未
満
児
に
つ
き
ま
し
て
は
、

群
馬
県
３
歳
未
満
児
保
育
料
軽
減

事
業
を
適
用
し
て
３
、０
０
０
円
を

限
度
と
し
て
、同
一
階
層
の
３
歳
児

以
上
児
保
育
料
と
同
額
ま
で
そ
の

保
育
料
を
軽
減
し
て
い
ま
す
が
、平

成
25
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、こ
の

事
業
が
継
続
さ
れ
る
か
は
未
定
で

す
。該
当
者
に
は
保
育
料
確
定
通
知

の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、各
金
融
機
関
に
口

座
振
替
用
の
通
帳
と
印
鑑
を
持
参

の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
扱
い
金
融
機
関
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
群
馬
銀
行
尾
瀬
支
店

・
利
根
郡
信
用
金
庫
片
品
支
店

・
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合
片
品

支
所

・
片
品
郵
便
局

・
尾
瀬
花
の
谷
郵
便
局

※

保
育
所
は
、家
族
に
代
わ
っ
て
児

童
の
世
話
を
す
る
福
祉
施
設
で
す
。

す
べ
て
の
児
童
は
、そ
の
家
族
で
両

親
の
暖
か
い
愛
情
の
も
と
で
育
て

ら
れ
る
こ
と
が
理
想
で
す
。

　

し
か
し
、両
親
が
共
働
き
を
し
て

い
る
場
合
や
病
気
な
ど
に
か
か
っ

て
い
る
た
め
に
、十
分
に
保
育
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。保
育
所
は
、
こ
れ
ら
保
育
に
欠

け
る
児
童
を
両
親
に
代
わ
っ
て
保

護
養
育
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

●
入
所
の
可
否
は
先
着
順
で
は
な

く
、家
庭
の
事
情
を
総
合
的
に
審
査

し
て
決
定
さ
れ
ま
す
。申
込
書
類
に

不
備
が
な
い
の
を
確
認
し
て
、で
き

る
だ
け
早
め
に
手
続
き
し
て
下
さ

い
。

　

な
お
、
現
在
、
保
育
料
を
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
は
、す
べ
て
の
保
育
料

を
払
っ
た
後
に
申
込
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

施設名

片品保育所

片品北保育所

片品南保育所

定員

80

35

35

電話

58-3172

58-7530

58-2684
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11
月
12
日
〜
18
日
は
全
国
糖
尿

病
週
間
で
、
全
国
各
地
で
糖
尿
病

予
防
を
目
的
と
し
た
様
々
な
運
動

や
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。　
　

　
現
在
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
日

本
人
は
、
全
国
に
２
，
２
１
０
万

人
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
も
は

や
国
民
病
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
血
糖
値
が

高
め
と
い
う
自
分
の
状
態
を
知
り

な
が
ら
、
治
療
を
受
け
て
い
る
人

は
半
分
以
下
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
自
覚
症
状
が
起
き

た
時
に
は
す
で
に
か
な
り
進
行
し

て
い
る
場
合
が
多
く
、
重
大
な
合

併
症
が
発
症
す
れ
ば
、脚
の
切
断
、

失
明
、人
工
透
析
の
必
要
性
な
ど
、

命
に
関
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
腎
障
害
に
よ
り
人
工

透
析
が
必
要
に
な
る
と
、
一
生
通

院
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
莫

大
な
時
間
と
費
用
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。

健
診
を
受
け
て
、
糖
尿
病
が
疑
わ

れ
た
ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
大
丈

保 

健 

だ 

よ 

り
　

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」で
す

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致

事
件
は
、
こ
れ
ま
で
分
か
っ
て

い
る
だ
け
で
17
名
（
日
本
政
府

が
認
定
）が
被
害
を
受
け
、
帰
国

が
実
現
し
た
５
名
を
除
き
、
今

も
12
名
の
人
の
安
否
が
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、
北
朝
鮮
は

新
た
な
調
査
を
約
束
し
ま
し
た

が
、
未
だ
に
納
得
の
い
く
説
明

す
ら
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

　
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識

　
を
深
め
よ
う

　

こ
の
機
会
に
、
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
で
あ
る

「
拉
致
問
題
」
に
対
す
る
関
心
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
拉
致
被
害
者
全
員
の
早
期

救
出
に
向
け
た
各
種
取
り
組
み

に
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

全
国
糖
尿
病
週
間

※なお、ヨウ素131については、半減期が約8日と短くまた検出もされませんでしたので表には載せてありません。
※放射能測定器は役場農林建設課と花の駅にありますのでご予約の上ご利用ください。

学校及び保育所の給食についての放射性物質測定結果のお知らせ
結果は下表のとおりでした。今後も測定を続け公表していきます。
なお、品目は主な献立のみ記述してあります。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
機
能

強
化
事
業
と
し
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

　
『
偉
大
な
る
お
節
介　

医
療
の

す
き
間
に
光
を
と
も
す
』

▼
日
時　

平
成
24
年
12
月
８
日

（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▼
会
場　

沼
田
市
「
ホ
テ
ル
ベ
ラ

ヴ
ィ
ー
タ
」

☎（
６
０
）１
０
０
０

▼
講
演
者

「
が
ん
で
痛
む
心
に
音
楽
を
」

日
本
赤
十
字
医
療
セ
ン
タ
ー
緩
和

ケ
ア
科　

音
楽
療
法
士

　
　
　
　
　
　

新
倉　

明
子
氏

「
模
擬
患
者
活
動　

ご
存
じ
で
す

か
？
」

一
般
財
団
法
人
ラ
イ
フ
・
ラ
ン
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー「
新
老
人
の
会
」ぐ

ん
ま
支
部
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　

吉
江　

福
子
氏

「
が
ん
哲
学
外
来　

１
年
を
振
り

返
っ
て
」

順
天
堂
大
学
医
学
部　

病
理
・
腫

瘍
学　

教
授　

　
　
　
　
　
　

樋
野　

興
夫
氏

▼
問
い
合
わ
せ
先　

相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
地
域
医
療
連
携
室
）

☎（
２
５
）７
０
１
７

夫
と
い
う
考
え
や
、
自
己
流
の
間

違
っ
た
管
理
に
よ
り
、
病
状
を
一

層
進
行
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　
更
に
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
も

つ
と
め
ま
し
ょ
う
。「
食
べ
て
は

い
け
な
い
」、「
運
動
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
思
う
と
、
な
か
な

か
や
る
気
も
あ
が
り
ま
せ
ん
。
自

分
で
で
き
る
、
我
慢
で
き
る
と
い

う
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
切
で

す
。
運
動
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
て

立
つ
、
つ
ま
先
立
ち
を
す
る
、
短

い
距
離
な
ら
車
を
使
わ
ず
歩
く
な

ど
、
生
活
の
中
で
出
来
る
こ
と
を

取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
食
事

は
、
野
菜
や
汁
物
か
ら
食
べ
る
、

作
る
量
、
盛
り
付
け
る
量
を
減
ら

す
等
し
て
、
我
慢
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　
農
家
の
収
穫
も
終
わ
り
、
忙
し

さ
も
落
ち
着
く
こ
ろ
に
な
り
ま
し

た
。
日
頃
忙
し
く
て
自
分
の
体
を

気
に
掛
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

こ
そ
、
春
の
健
診
の
結
果
を
も
う

一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

おしらせ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

気
づ
く
の
は
あ
な
た
と

地
域
の 

心
の
目

　
「
な
ぜ
、
わ
が
子
を
虐
待
す
る

の
？
」
と
思
う
人
が
多
い
と
思
い

ま
す
。し
か
し
、児
童
虐
待
は
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。育

児
の
悩
み
を
相
談
す
る
人
が
い
な

い
、
一
生
懸
命
に
子
育
て
を
し
て

い
る
の
に
子
供
が
思
う
よ
う
に

育
っ
て
く
れ
な
い
等
、
不
安
を
抱

え
る
中
で
本
人
が
気
付
か
な
い
う

ち
に
子
供
に
と
っ
て
は
虐
待
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。従
っ
て
、こ
の
よ
う
な
人

は
非
難
さ
れ
る
人
で
は
な
く
、
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
な
の
で

す
。こ
の
こ
と
を
周
り
の
人
も
理

解
し
て
下
さ
い
。　　

　

片
品
村
は
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
地
域

子
育
て
の
社
会
づ
く
り
に
向
け
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
防
止
は
、
ま
わ
り
の

私
た
ち
が
気
づ
く
こ
と
、
知
ら
せ

る
こ
と
で
子
ど
も
を
救
え
ま
す
。

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第

一
歩
で
す
。

●
虐
待
の
連
絡（
通
告
）

　

子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優
先

で
す
の
で
、
守
秘
義
務
違
反
に
問

わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な

い
よ
う
に
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡（
通
告
）し
た
あ
と
は
、
ど

う
な
る
の
？

　

児
童
虐
待
の
相
談（
通
告
）を
受

け
た
相
談
機
関
は
、
各
関
係
機
関

と
連
携
し
て
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

情
報
収
集
や
親
子
の
援
助
を
行
い

ま
す
。危
険
が
大
き
い
時
は
、児
童

相
談
所
で
子
ど
も
を
一
時
保
護
し

た
り
、
子
ど
も
を
施
設
に
入
所
さ

せ
た
り
し
ま
す
。し
か
し
、施
設
入

所
は
対
応
の
「
終
わ
り
」
で
は
な

く
、「
始
ま
り
」で
す
。そ
の
後
も
、

各
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
担
い
な
が
ら
、
親
子
の
支
援
と

見
守
り
を
続
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

児
童
相
談
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
６
４
）０
０
０

保
健
福
祉
課

☎（
５
８
）２
１
１
５

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
５
８
）４
０
２
０

平成２４年度　国保税第３期・固定資産税第３期　納税率調（税額）
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